
第3回「遠山郷いい川づくり」推進会議

平成26年度の活動計画(案)について平成26年度の活動計画(案)について

■目標の展開と取組方針 ■推進会議の進め方
■平成26年度の活動計画(案) 1/6



■目標の展開と取組方針

目標のｷ ﾄﾞ 川づく り 目的 目標 取り組み 基本方針

【前回までの内容】

◇ 自然・環境・景観・動植物◇
（自然・景観の保全）

人

自然

・ 良好な景観や環境の保全と創出

・ 自然で変化に富む流れの回復

目標のｷー ﾜ ﾄーﾞ 川づく りの目的・目標 取り組みの基本方針

◇ 観光・文化・歴史・利用 ◇
（地域の文化の発展と伝承）

自然

文化
・ 近づき親しみやすい水辺空間の創出

・ 河川空間の有効利用（高水敷の活用）

河川内の良好な空間の保全ハーモニー

（調和・協働）
◇ 施設・活動 ◇
（維持管理・モニタリング）

・ 河川内の良好な空間の保全

・ 河川の状態や施設の点検、維持管理

・ 多様な主体と地域の参加、参画、協働

奏で

つづける
◇ 防災、治水 ◇

（人々の安心な暮らしを護る）

・ 護岸未整備区間の解消

・ 河床の復元と安定化

・ 管理、利活用のための通路

【 ド 】【ハード面】
■良好な景観の創出 ■自然で変化に富む流れの回復 ■近づき親しみやす
い水辺空間の創出 ■河川空間の有効利用（高水敷の活用） ■維持管理
■護岸未整備区間の解消 ■河床の復元と安定化

【ソフト面】
■良好な景観の保全 ■近づき親しみやすい水辺空間の創出 ■河川内の良■良好な景観の保全 ■近づき親しみやすい水辺空間の創出 ■河川内の良
好な空間の保全 ■河川状態や施設の点検 ■多様な主体と地域の参加・参
画・協同 ■管理、利活用のための通路 2/6



■目標の展開と取組方針【前回までの内容】

遠山郷いい川づくりの目標
「人・自然・文化のハーモニー！ 奏でつづける遠山川」実現のために

ハード面 ■詳細設計に基づく工事の実施 建設事務所工事ハード面

ソフト面

詳細設計 基 く 事 実施
（平成25年度概ね5年間）

■情報共有、情報発信
■モニタリング等

建設事務所工事

地域住民主体
■モニタリング等
■維持管理（保全）

■目標 基本方針を達成するため 具体的取組

体

具体的な取組
■目標の基本方針を達成するための具体的取組
■特に地域住民の積極的な関わりを持った取組

◇「ハーモニー」＝｢協働｣（目標を共有し共に力を合せて活動すること）
・景観等の維持及び管理（草刈り、雑木除去、河畔林管理、清掃等）
・「河川愛護活動支援事業活動団体」への登録等河川愛護活動支援事業活動団体」 の登録等
・研究、啓発、活動、広報、教育

◇奏でつづける＝「持続性のある取組」
・河川状況のモニタリング（工事中・出水後・定期的）河川状況のモニタリング（工事中 出水後 定期的）
・施設等の点検（危険箇所、健全性の点検確認）
・修繕等（小規模、大規模）
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■推進会議の進め方【前回までの内容】

活動計画策定

活動内容見直 推進会議の

活動の実施
活動内容見直
処置・改善

毎年の活動
サイクル

活動内容検証
点検・評価点検・評価
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■平成2６年度の活動計画(案)

 
【平成 26年度活動計画】(案) 

      

     

      

H26.６月 第 3 回「遠山郷いい川づくり」推進会議 

目標を達成するため 具体的な取組み■目標を達成するための具体的な取組み

・年間活動計画の策定→実施→評価→改善 

① 工事及び現地研修 

② 河川愛護活動

☆年間活動計画の策定 

② 河川愛護活動

③ 河川状況のモニタリング 

④ 施設等の点検 

H26.７月 河川愛護活動の実施(花火前) 

5/6



■平成2６年度の活動計画(案)
H26.７月 河川愛護活動の実施(花火前) 

H26.8 月 工事発注 

■工事説明会(9 月) 

■工事中のモニタリング■工事中のモニタリング

 ・専門家を含む現地見 

  学(研修)会の開催 

    (12～2 月) 

H26.８～11 月 河川状況モニタリング・施設点検(台風前・後) 

H272 月 工事完成H27.2 月 工事完成

H27.3 月上旬 第 4 回「遠山郷いい川づくり」推進会議 

■H26 年度活動報告 

■H27 年度活動計画(案) 6/6


